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今月の感染症流行状況
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疾患名 流⾏状況 説明

３月をピークとして減少傾向だが
例年同時期に比べて患者数は多い

海外渡航先での感染事例が多い麻しん（はしか）

感染性胃腸炎

百日咳 患者の多くは10歳代
4月以降学校で流行する可能性も

梅毒
20～50歳代が中心
妊婦の報告もあり

今月のトピック 麻しん（はしか）について

症状は？01

予防と対策

発熱

＼高熱になりやすい／ ＼咳・鼻水・結膜充血など／

カタル症状

＼耳の後ろから全身に広がる／

発しん

02

横浜市感染症情報センター 4月15日発行

予防接種は計画的に！

大流行
流行警報レベル流行中

流行注意報レベル
注意
今後流行の可能性がある

発生報告あり

患者数増加

流行中

39℃
以上

渡航歴のない感染事例も発生しています！

最も有効な予防方法は、ワクチン接種！
定期接種の対象となる１歳と小学校入学前（年長児）の方は、
適切な接種期間に予防接種を受けましょう。

大型連休や夏休みに海外旅行を計画している方は、次のサイトも参考に！
〇厚生労働省検疫所「FORTH」 https://www.forth.go.jp/index.html

〇首相官邸「海外での感染症対策」 https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/kaigai.html
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